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今
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す

（
水
原
３
区
・
釜
谷
）

（
西
・
東
・
小
泉
）

（
須
賀
・
曲
松
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（
日
の
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大
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江
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貝
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大
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潮
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（
十
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十
四
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（
堀
之
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築
地
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新
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古
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（
下
田
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・
前
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戸
）

潮来小１・２年生がイモ掘り体験潮来小１・２年生がイモ掘り体験
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

潮
来
市
農
業
委
員
も
間
も
な
く
三
年
の
任
期
を
迎
え
、
本
来
で
す
と
本
年
は
選
挙
と

な
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
三
月
末
日
ま
で
任
期

が
延
長
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
同
法
が
、
昨
年
九
月
四
日
に
公
布
さ
れ
（
二
十
八

年
四
月
一
日
施
行
）、
公
選
制
か
ら
公
募
、
推
薦
に
よ
る
市
町
村
長
の
選
任
制
に
改
め

ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
、
農
業
委
員
、
推
進

委
員
の
連
携
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
農
家
の
最
大
の
関
心
事
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
い
て
、
重
要
五
品
目
と
言
わ
れ

た
米
で
も
、
一
定
量
（
最
大
七
万
八
千
ト
ン
）
で
決
着
し
た
模
様
で
あ
り
ま
す
。
農
家

の
間
で
も
大
筋
で
は
予
測
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
政
府
の
交
渉
に
対
し
、
農
業
政
策
の

認
識
が
問
わ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
常
総
市
で
は
、
台
風
十
八
号
の
影
響
に
よ
る
大
雨
で
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
が

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
日
々
報
道
さ
れ
、
ま
だ
刈
り
取
り
が
終
わ
ら
な
い
水
田
が
映
し
出

さ
れ
る
度
、
ひ
と
事
と
は
思
え
ぬ
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
潮
来
市
も
水
郷
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、か
つ
て
は
先
人
た
ち
が
水
害
と
戦
い
続
け
て
き
た
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
想
定
外
の
自
然
現
象
が
起
き
る
中
、
災
害
に
対
し
て
楽
観
視
が
出
来
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
解
消
地
で
収
穫
し
た

さ
つ
ま
い
も
を
、
道
の
駅
水
郷
潮
来
直
販
委
員
会
の
協
力
の
も
と
販
売
し
、
収
益
金
全

額
を
義
援
金
と
し
て
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

我
々
、
潮
来
市
農
業
委
員
一
同
は
、
残
さ
れ
た
任
期
は
あ
と
わ
ず
か
で
す
が
、
精
一

杯
頑
張
り
、
優
良
農
地
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
々
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、
三
年
間
ご
指

導
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
そ
し
て
農
家
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
光
り
輝
く
新
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
公
私
と
も
に

お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
潮
来
市
政
、
特
に
農
業

政
策
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
潮
来
市
は
、
霞
ヶ
浦
や
北
浦
に
挟
ま
れ
た
豊
か
な
水
辺
空
間
や
歴
史
・
伝
統
、

さ
ら
に
、
豊
富
な
農
水
産
物
な
ど
、
数
多
く
の
優
れ
た
地
域
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の

大
筋
合
意
や
産
地
間
の
競
争
な
ど
、
益
々
厳
し
い
現
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で

も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、

日
本
の
農
業
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
競
争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
安
定
的
な
農
業

経
営
の
取
り
組
み
が
、
今
後
ま
す
ま
す
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
い
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
も
県
内
最
速
で
八
月
五
日
に
稲
刈

り
が
行
わ
れ
、
お
盆
に
は
、
美
味
し
い
新
米
を
提
供
で
き
る
、
極
早
生
の
『
一
番
星
』

に
つ
い
て
、
潮
来
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
『
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
』
と
と
も
に
、
皆
様
に
愛
さ

れ
る
お
米
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

潮
来
市
は
農
業
を
継
続
し
て
い
け
る
基
盤
整
備
の
充
実
と
、
高
品
質
で
安
全
な
農
産

物
を
提
供
で
き
る
元
気
な
農
家
を
育
て
る
取
組
み
、
そ
し
て
お
米
に
匹
敵
す
る
潮
来
市

を
代
表
す
る
農
作
物
の
商
品
開
発
等
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新

し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
ら
た
な
年
へ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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　「農業委員会等に関する法律」（農業委員会法）の一部改正の法律が、平成２７年９月４日に公布され、
平成２８年４月１日から施行されます。
　これに伴い、農業委員の選挙が廃止され、市町村長が議会の同意を得て任命することになります。
また、農業委員とは別に農地利用の最適化を推進するために、新たに農地利用最適化推進委員が新設
され農業委員会で委嘱します。
　その結果として、現農業委員の任期（平成２８年２月２日任期満了）が、平成２８年３月３１日ま
で延長されることになり、平成２８年４月１日から新体制で農業委員会の活動が始まります。
　改正農業委員会法に、農業委員の任命及び農地利用最適化推進委員の委嘱にあたっては、農業者、
農業者が組織する団体その他関係者に対し候補者の推薦を求めるとともに、公募をしなければならな
いとあります。
　つきましては、下記のとおり農業委員及び農地利用最適化推進委員の推薦及び公募を行ないます。

　共　通　事　項
　・募集期間　　平成２８年１月４日（月）～平成２８年１月２９日（金）
　・申込方法　　農業委員会事務局窓口及び、潮来市公式ホームページにある募集用紙に必要事項を

記入の上、募集期間内（土・日・祝日を除く）の午前８時３０分～午後５時１５分
に農業委員会事務局へ提出して下さい。郵送の場合は、１月２９日（金）午後５時
１５分までに農業委員会事務局に着信したものに限り受け付けます。

　・そ の 他　　①農業委員と農地利用最適化推進委員の兼務はできません。
　　　　　　　　②農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に応募することができます。
　　　　　　　　③中間経過及び結果については、潮来市公式ホームページ等で公表します。
　　　　　　　　④募集定数を超えた場合には、意見聴取等、総合的な判断のもと決定いたします。

　農業委員に関する事項
　・対 象 者　　農業に関する識見を有し、農地利用の最適化の推進等に関し、その職務を適切に行

なうことのできる者。
　・募集人数　　農業委員定数　１２人（推薦・公募合わせて）
　・委員任期　　平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日（３年間）
　・報　　酬　　月額　５３，１００円
　・そ の 他　　①区域内に認定農業者が少ない場合を除いて、農業委員の過半数は、認定農業者で

あることが求められます。
　　　　　　　　②農業委員会の事務に関し利害関係のない者を１名以上任命することになります。

　農地利用最適化推進委員に関する事項
　・対 象 者　　農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有する者。
　・募集人数　　農地利用最適化推進委員定数　６人（推薦・公募合わせて）
　　　　　　　　区域ごとの募集になります。区域については、旧市町村単位で、（潮来、津知、延方、

大生原、香澄、八代）の６地区に各１人の募集になります。
　・業務内容　　担当区域内において、担い手への農地利用の集積・集約化や耕作放棄地の発生防止、

解消等の農地利用の最適化の推進に関する業務を行うことになります。
　・委員任期　　農業委員の任期満了の日まで。
　・報　　酬　　月額　５３，１００円

農業委員及び農地利用最適化推進委員の募集について

問い合わせ先 潮来市農業委員会 事務局
TEL 0299-63-1111㈹　内線271．272 
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十
月
十
七
日
、「
道
の
駅
い
た
こ
」
の
ご

好
意
に
よ
り
テ
ン
ト
の
一
区
画
を
用
意
し
て

い
た
だ
き
、
農
業
委
員
全
員
で
、
焼
き
イ
モ
、

生
イ
モ
の
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。
販
売
の

目
的
は
、耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
の
ピ
ー
ア
ー

ル
並
び
に
、
台
風
一
八
号
に
よ
る
鬼
怒
川
堤

防
決
壊
で
水
害
に
あ
わ
れ
た
常
総
市
に
対
す

る
義
援
金
を
作
る
た
め
で
す
。
販
売
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
は
、
農
業
委
員
会
に
お
い
て
耕
作

放
棄
地
解
消
事
業
に
取
組
み
、
実
証
圃
場
と

し
て
二
十
ア
ー
ル
を
再
生
し
た
畑
で
栽
培
し

た
も
の
で
す
。
六
月
に
は
、潮
来
小
学
校
一
・

二
年
生
と
い
っ
し
ょ
に
イ
モ
苗
を
植
え
、
十

月
に
は
、イ
モ
掘
り
体
験
学
習
を
実
施
し
て
、

収
穫
し
た
イ
モ

で
す
。

　

当
日
は
、
天

気
も
良
く
、
人

の
出
も
あ
り
、

早
朝
か
ら
イ
モ

を
洗
っ
た
り
、

袋
に
詰
め
た
り

あ
わ
た
だ
し
い

中
で
し
た
が
、

焼
き
イ
モ
等
を

た
く
さ
ん
買
っ

て
い
た
だ
き
、

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、
潮

来
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
農
業
委
員

会
行
方
地
域
協
議
会
及
び
茨
城
県
農
業
会
議

主
催
に
よ
る
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
潮

来
市
・
行
方
市
の
農
業
委
員
及
び
事
務
局
職

員
並
び
に
、
来
賓
の
方
を
含
め
て
約
六
十
名

の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。
辻
協
議
会
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
原
市
長
、
他
来
賓
の

方
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
次
に
農
業

委
員
と
し
て
三
期
以
上
在
職
し
、
農
業
委
員

会
の
組
織
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
八
名
の
方
に

協
議
会
長
か
ら
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、「
改
正
農
業
委
員
会
法
と
今
後
の

農
業
委
員
会
活
動
の
方
向
に
つ
い
て
」
と
い

う
題
で
、
全
国
農
業
会
議
所
農
地
・
組
織
対

策
部
部
長
・
鈴
木
一
寛
氏
よ
り
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
、
農
業
委
員
会

組
織
・
制
度
改
革
の
目
的
は
、
農
地
利
用
の

最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
等
）
を
よ
り
良
く
果

た
す
た
め
に
制
度
を
見
直

す
こ
と
、
ま
た
、
改
正
の

背
景
と
し
て
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
下
で
農
政
改
革

（
成
長
戦
略
）
に
よ
り
農

業
・
農
村
の
所
得
倍
増
を

図
る
た
め
に
経
営
感
覚
の

優
れ
た
担
い
手
を
育
成
す

お
蔭
様
で
八
万
六
千
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り

ま
し
た
。
後
日
、
売
上
金
に
委
員
全
員
の
カ

ン
パ
金
を
合
わ
せ
て
十
万
円
を
常
総
市
の
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
々
へ
の
義
援
金
と
し
て
贈

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、農
業
委
員
会
が
、

今
後
と
も
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
少
し
で
も
地
域
の
役
に
立
て
る

活
動
を
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
道
の
駅
い
た
こ
」
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
に
は
、
販
売
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
国
民

か
ら
農
業
委
員
会
の
活
動
が
目
に
見
え
な
い

と
い
う
指
摘
が
あ
つ
た
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
後
の
農
業

委
員
会
の
活
動
の
方
向
と
し
て
は
、
地
域
の

農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
、
引
き
続
き
農
業
・
農
村
の
健
全
な

発
展
、
と
り
わ
け
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況

の
厳
し
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。今
後
、

農
業
委
員
と
し
て
、
制
度
改
正
に
よ
り
新
設

さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
一
体

と
な
っ
て
、
農
地
利
用
集
積
・
集
約
、
耕

作
放
棄
地
対
策
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

様
々
な
農
業
の
課
題
を
学
び
な
が
ら
農
業
委

員
の
職
務
に
努
め
て
行
こ
う
思
い
ま
し
た
。

「
道
の
駅
い
た
こ
」
の
収
穫
祭
に
参
加
し
て

「
道
の
駅
い
た
こ
」
の
収
穫
祭
に
参
加
し
て

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

広
報
委
員
長　

 

吉
川　

吉
之
助

農
地
部
会　

 

草
野　

登
美
雄
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２年１組のみなさん２年１組のみなさん

１年１組のみなさん１年１組のみなさん

２年２組のみなさん２年２組のみなさん

農
政
部
会
長
職
務
代
理

農
政
部
会
長
職
務
代
理　　

  

小小  

澤澤  　
　

新

　
　

新

　

十
月
十
三
日
、
大
生
地
内
の

「
耕
作
放
棄
地
解
消
圃
場
」
で
、

潮
来
小
学
校
一
・
二
年
生
約
七
十

人
を
招
い
て
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
六
月
に
苗
植
え

を
し
て
、
今
度
は
、
秋
に
な
っ

て
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
収
穫
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
ワ
イ
ワ
イ
」

お
話
し
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に

掘
り
ま
し
た
。「
怪
我
の
無
い
よ

う
に
」
と
目
配
り
を
し
な
が
ら

の
一
時
で
し
た
が
、
三
個
、
四

個
と
つ
な
が
っ
て
い
る
イ
モ
、

大
き
く
て
掘
り
起
こ
せ
な
い
イ

モ
な
ど
、
一
緒
に
な
っ
て
た
く

さ
ん
収
穫
出
来
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
、
楽

し
く
、
そ
し
て
元
気
は
つ
ら
つ

と
し
た
笑
顔
と
一
緒
に
過
ご
せ

た
自
分
自
身
も
良
い
思
い
出
に

な
り
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
中

か
ら
「
未
来
の
良
き
農
業
後
継

者
が
育
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
願

い
ま
す
。

　

こ
の
畑
は
、
何
年
も
耕
作
さ

れ
ず
に
荒
れ
果
て
た
農
地
で
し

た
が
、
農
業
委
員
会
で
、
耕
作

放
棄
地
解
消
事
業
の
一
環
と
し

て
再
生
し
、
平
成
二
十
五
年
か

ら
行
っ
て
き
て
い
る
事
業
で
す
。

　

昨
今
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
の
問
題
、

そ
し
て
農
業
委
員
会
の
改
革
等
、

課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
我
々

農
業
委
員
会
は
、
優
良
農
地
に

明
る
く
活
気
あ
る
農
業
が
営
ま

れ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

小
学
生
の
イ
モ
掘
り
体
験
学
習

小
学
生
の
イ
モ
掘
り
体
験
学
習

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄

地
や
無
断
転
用
の
状
況
を
把
握
・

発
生
防
止
す
る
た
め
、
農
地
利
用

状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

を
昨
年
も
十
月
に
、
市
内
全
域
を

対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

潮
来
市
で
は
年
々
畑
地
の
耕
作

放
棄
地
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
調
査
結
果
を
も

と
に
、
農
地
利
用
意
向
調
査
を
実

施
し
、
利
用
可
能
な
農
地
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
等
を
活
用
し
て

担
い
手
農
家
へ
集
積
す
る
な
ど
し

て
農
地
の
有
効
利
用
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
農
業
者
の
高
齢

化
や
農
業
後
継
者
不
足
な
ど

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
管

理
さ
れ
ず
、
篠
竹
や
雑
木
等

が
繁
茂
し
た
農
地
を
再
生
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
病
害
虫
の

発
生
原
因
と
な
る
ほ
か
、
ゴ

ミ
の
投
げ
捨
て
や
産
業
廃
棄

物
等
の
不
法
投
棄
場
所
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
周
辺
農
地

や
近
隣
住
民
に
大
変
な
迷
惑
を
及

ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

地
権
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
で
も

耕
起
・
除
草
な
ど
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
回
の
農
業
委
員
会
法
改
正

で
、
耕
作
放
棄
地
対
策
は
よ
り
重

要
な
位
置
づ
け
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ

ん
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
い
ま

ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査

農
地
利
用
状
況
調
査

　
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施

　
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
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議案審査の状況を公表します。議案審査の状況を公表します。

農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

7月 8月 9月 10月 11月 12月
農地法第 3条
（農地のままでの権利の移転） 2件 5件 7件 6件 5件 ７件

農地法第 4条（自己転用） 2件 1件

農地法第 5条
（権利の移転を伴う転用） 1件 2件 5件 1件 2件 ２件

利用権の設定
（農業経営基盤強化促進法による） 3件 2件 4件 30件 ８件

農地の現況確認証明 1件 1件 1件 １件

その他 14件 11件 1件 11件 14件 18件

農地法の許可申請等は、毎月次の
日程で行われています。

　締　切　日　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　随　時
　現地調査日　　　毎月１８日
　総　会　日　　　毎月２５日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、
変更になります。

農業委員会総会日程農業委員会総会日程 期間：平成27年７月～平成27年12月

　潮来市農業委員会は、平成27年11月25日、原浩道市長へ「平成28年度潮来市農業施策に関
する要望書」を提出しました。
　この要望書は、農業委員会等に関する法律第６条第３項に基づくもので、地域の農業者の意
見、要望を取りまとめ、農業者の代表である農業委員より、市長へ提出するものです。

主な要望事項は次のとおりです。
１．米づくりに対する政策的な支援について

所得補償等の支援、地域オリジナル米並びに早生
有望品種の販売促進に対しての支援を要望いたし
ます。

２．認定農業者等担い手に対する支援について
認定農業者等担い手が、安定した農業経営の継続
が出来るよう、機械施設の整備に対する支援を要
望いたします。

３．農用地利用集積に対する支援について
農地利用集積を推進するため、農地の再基盤整備（客土・暗渠等）に対する支援を要望い
たします。

４．環境にやさしい農業の推進について
堆肥、有機質肥料の利用の推進を図り有機栽培、減農薬等の取り組みを拡大し、環境にや
さしい農業の取り組みに対して支援を要望いたします。

５．女性農業委員の登用促進について
女性の農業委員への登用等を促進し、女性農業者も農業経営に参画して担い手として活躍
できるよう支援の強化を要望いたします。

６．農業委員会の体制整備について
農業委員会法の改正、新たな農地利用最適化推進委員の設置に合わせて、農地の集積・集
約化、耕作放棄地対策等に向けて、農業委員会の活動に対する支援と職員の増員等の体制
整備につきまして要望いたします。

農業施策に関する要望書を提出しました。
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全国農業新聞
農業情報が満載！農業情報が満載！

「全国農業新聞」で一歩進んだ「全国農業新聞」で一歩進んだ
農業経営と豊かな家庭を！農業経営と豊かな家庭を！

発行日/毎週金曜日　購読料/月700円
お申し込みは、農業委員会へどうぞ
（☎63－1111、内線271・272）

農地の無断転用農地の無断転用
　許可を受けずに農地を転用した場合、農地法に
違反することとなります。
　農地法第４条・第５条に違反し、無断転用をし
た者は、３年以下の懲役又は３００万以下の罰金
に処することとされています （農地法第６４条）。
　法人の場合は、１億円以下の罰金刑に処するこ
ととされています （農地法第６７条）。
　農地を農地以外にするときは、農業委員会へご
相談ください。

１
、
水
稲
（
根
）
の
生
育
環
境
の
改
善

　

平
成
27
年
は
、
８
月
中
旬
ま
で
前
年
・
平

年
を
上
回
る
高
温
・
多
照
の
気
象
条
件
で
経

過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
転
し
て
気
温
が

低
下
し
、
8
月
16
日
か
ら
31
日
の
積
算
温
度

は
、
前
年
比
96
％
・
平
年
比
94
％
の
低
温
で

経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
温
期
に
幼
穂
形
成
↓
出
穂

↓
登
熟
を
経
過
し
た
早
生
（
あ
き
た
こ
ま

ち
）
は
高
温
の
影
響
を
受
け
生
育
が
前
進
化

し
て
粒
張
り
が
不
足
し
、
収
量
が
減
少
し
ま

し
た
。
低
温
期
に
出
穂
↓
登
熟
を
経
過
し
た

中
生
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
は
、
低
温
の
登
熟
と

な
っ
た
た
め
収
量
・
食
味
の
低
下
の
原
因
と

な
り
ま
し
た
。

　

異
常
気
象
時
に
水
稲
の
生
育
を
健
全
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、
根
の
健
全
化
が
不
可
欠
で

す
。
根
を
健
全
化
す
る
た
め
に
は
、
作
土
層

15
㎝
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

登
熟
期
の
高
温
乾
燥
の
中
で
も
水
稲
に
養

水
分
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
下
層
根
（
深

い
部
分
の
根
）
の
正
常
な
生
育
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
安
定
し
た
収
量
・
品
質
を
確
保

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
中
干

し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
根
が
健
全

化
し
ま
す
。
併
せ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

（
注
：
田
植
機
が
沈
降
す
る
程
の
深
田
で
の

深
耕
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

２
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
対
策

　

本
年
も
、
早
生
を
中
心
に
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
の
被
害
に
よ
る
等
級
の
低
下
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
８
月
19
日
に
普
及
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
た
調
査
で
は
、
20
回
網
掬
い
採
り
で
ア

カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
156
頭
を
確
認
し
ま
し
た

（
こ
れ
は
、
被
害
が
甚
大
に
な
る
生
息
密
度

で
す
）。

　

カ
メ
ム
シ
類
は
休
耕
田
や
荒
れ
た
水
路
・

畦
畔
で
越
冬
し
て
か
ら
、
生
育
場
所
を
異
動

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

改
良
普

知

改
良
普

知

水

田

の

冬

季

管

理

水

田

の

冬

季

管

理

し
な
が
ら
水
稲
を
加
害
し
ま
す
。
冬
季
管
理

（
休
耕
田
の
耕
起
・
畦
畔
の
掃
除
）
に
よ
り

カ
メ
ム
シ
類
の
越
冬
環
境
や
越
冬
後
の
生
育

に
適
さ
な
い
環
境
を
作
る
（
イ
ネ
科
雑
草
の

抑
制
）
事
に
よ
り
、
カ
メ
ム
シ
類
の
生
息
密

度
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
　
　
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
２
―
０
２
５
６
）

作土層15㎝を確保しましょう作土層15㎝を確保しましょう

－作土層（耕深）の測り方－－作土層（耕深）の測り方－

カメムシ類にカメムシ類に
よる斑点米よる斑点米

発生が多いアカスジカスミカメ発生が多いアカスジカスミカメ 荒れた休耕田・水路はカメムシの発生源荒れた休耕田・水路はカメムシの発生源

耕耘で土が
盛り上がった
部分。
ここは耕深に
加えない

15㎝確保
しましょう。

耕耘前の地面の
高さ 耕 

深

（
異
常
気
象
・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
に
今
か
ら
備
え
る
）

（
異
常
気
象
・
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
に
今
か
ら
備
え
る
）
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編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
の
農
業(

農
政)

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
農
協
改
革
、
農
地
中
間
管
理
機
構
制

度
、
Τ
Ρ
Ρ
へ
の
参
入
等
。
そ
し
て
農
業
委
員

会
法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
が
公
選
制
か
ら
任

命
制
に
変
わ
り
、
ま
た
、
新
た
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
潮
来
市
農

業
委
員
会
も
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
新
制
度
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

農
業
も
厳
し
い
情
勢
で
す
が
、
新
た
な
農
業

委
員
会
体
制
で
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
農
委
だ
よ
り
」
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
よ
り
、
今
回
で
第
六
十
七
号
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員　
　

大
﨑　

侯

委 

員 

長　

吉　

川　

吉
之
助

副
委
員
長　

橋　

本　

き
く
い

委　
　

員　

高　

田　

秀　

子

委　
　

員　

高　

橋　

慶　

治

委　
　

員　

箕　

輪　

良　

夫

委　
　

員　

小　

澤　
　
　

新

委　
　

員　

大　

﨑　
　
　

侯

委　
　

員　

大
久
保　

髙　

明

委　
　

員　

榊　

原　

昭　

男

委　
　

員　

久
保
庭　

武　

彦

広
報
委
員
会

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分))

県
農
業
会
議
定
例
総
会
・
県
農
政
活
動

推
進
本
部
代
議
員
総
会
・
会
長
、
事
務

局
長
会
議
（
水
戸
市
）

県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
水
戸
市
）

農
地
部
会

８
月
定
例
総
会

県
農
業
会
議
農
政
対
策
専
門
委
員
会

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の
会
定
例
総

会
（
小
美
玉
市
）

県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
水
戸
市
）

農
政
部
会
・
農
地
部
会

潮
来
市
戦
没
者
追
悼
式

９
月
定
例
総
会

緊
急
農
業
委
員
会
会
長
・
事
務
局
長
会

議
（
水
戸
市
）

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
臨
時

総
会

役
員
会
（
新
農
業
委
員
等
の
定
数
検
討
）

イ
モ
掘
り
体
験
学
習
（
潮
来
小
学
校
）

県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
水
戸
市
）

道
の
駅
い
た
こ
収
穫
祭
（
イ
モ
販
売
）

農
地
部
会

農
業
委
員
並
び
に
認
定
農
業
者
と
の
意

見
交
換
会

農
地
利
用
状
況
調
査
（
潮
来
・
津
知
・

延
方
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
大
生
原
・
八
代
・

香
澄
地
区
）

10
月
定
例
総
会

市
農
業
委
員
会
全
体
視
察
研
修
会
（
栃

８
月
11
日

17
日

18
日

25
日

９
月
２
日

８
日

16
日

18
日

23
日

25
日

29
日

10
月
１
日

９
日

13
日

16
日

17
日

19
日

20
日

21
日

26
日

〜
27
日

木
県
）

市
農
業
委
員
会
全
員
協
議
会
（
新
農
業

委
員
等
の
定
数
検
討
）

市
長
へ
の
要
望
書
提
出
（
法
改
正
に
伴

う
農
業
委
員
等
の
定
数
に
つ
い
て
）

県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
水
戸
市
）

農
政
部
会
・
農
地
部
会

11
月
定
例
総
会
・
行
方
地
域
協
議
会
全

体
研
修
会

市
長
へ
の
要
望
書
の
提
出
（
市
農
業
施

策
に
関
す
る
要
望
）

牛
堀
地
区
農
用
地
集
積
推
進
委
員
会

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
・
大
規
模
稲

作
研
究
会
合
同
視
察
研
修
会
（
埼
玉
県
）

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

（
東
京
都
）

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の
会
現
地
研

修
会
（
行
方
市
）

農
地
部
会

県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
会
議（
水
戸
市
）

県
農
業
会
議
臨
時
総
会(

水
戸
市)

12
月
定
例
総
会

仕
事
納
め

仕
事
始
め

農
地
部
会

１
月
定
例
総
会

30
日

11
月
４
日

16
日

18
日

25
日

26
日

30
日

12
月
１
日

３
日

８
日

11
日

16
日

22
日

28
日

１
月
４
日

18
日

25
日 事

業
予
定
（
平
成

事
業
予
定
（
平
成
2828
年
）
年
）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老

後
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
国
民

年
金
（
基
礎
年
金
）
に
上
乗
せ
し
て
受
給
で
き

る
、
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

将
来
の
備
え
と
し
て
、
年
金
加
入
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

◆
加
入
資
格

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
方
。

◆
メ
リ
ッ
ト

・
税
制
の
優
遇
措
置

　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節
税
に

な
り
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は
、

公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
積
立
方
式

　

自
分
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に
よ

り
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

・
保
険
料
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
の
間
で
自
由

に
選
択
で
き
、
い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

　

年
金
は
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
80
歳
ま
で
に

受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ
た
老
齢
年
金
の
現
在
価

値
相
当
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。（
死
亡
一
時
金
は
非
課
税
）

・
保
険
料
の
国
庫
補
助

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
（
月
額
最
高
１
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

潮
来
市
農
業
委
員
会
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農
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年
金
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